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「金沢大学創基 150 年記念事業「講演会・シンポジウム」シリーズ 市民公開講座（金沢国際がん生物学 

シンポジウム・日本分子生物学会第１１回春季シンポジウム）を開催しました 

 

4 月 24 日(日），金沢 21 世紀美術館・シアター21 において，がん進展制御研究所及び日本分子生物学会が共同主催と

なり，市民公開講座 「高校生のための分子生物学：金沢２１世紀美術館でサイエンス！」 が開催されました。 

 今回は，会場が美術館ということから，「分子生物学とアー

ト」というテーマで，お二人の講師の方にご講演を頂きました。

お一人目は，科学ジャーナリスト・元 NHK 解説委員の小出 

五郎氏で，「名画にみるこころとからだ」と題し，ダヴィンチやミ

ケランジェロなどの芸術作品を用い，科学者及び芸術家双方

からの視点を分かりやすくご講演頂きました。お二人目は，大

阪大学大学院生命機能研究科・教授の近藤 滋氏で，「波が

作る生物の模様と形」と題して，身近な魚や動物を用いたご

自身のこれまでの研究から発見した，生物と数学の不思議な

関係をご講演頂きました。どちらの講演も参加した約 140 人

の高校生・一般の方々に分かりやすく熱心にご説明されてい

ました。質問コーナーにおいては，講演内容において疑問に

思った事柄を積極的に質問する生徒が多数見られ，その質

問に対し，お二人の講師の先生が丁寧に回答していました。

参加した多くの高校生が，身近なところから分子生物学の楽

しさ，面白さを実感できる大変有意義な公開講座となりまし

た。 
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